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生徒の即興性を高める指導の工夫
－ディスカッション形式を用いた授業の実践－

白川　大輔＊

１　はじめに
　(1)　これまでの授業の反省から
　平成33年度に完全実施される中学校学習指導要領の外国語編では，「話すこと」の目標として「即興」という言葉が
初めて使われている1）。現行の学習指導要領の目標では「初歩的な英語を用いて自分の考えなどを話すことができるよ
うにする」と書かれている2)が，新学習指導要領では，「話すこと」が［やり取り］と［発表］に分けられ，それぞれ
に「関心のある事柄について，簡単な語句や文を用いて即興で伝え合うことができるようにする」，「関心のある事柄に
ついて，簡単な語句や文を用いて即興で話すことができるようにする」という目標が掲げられた。平成33年度からは，
今までの「自分の考えを伝える力」に加え，「即興でやり取りする力」や「即興で発表する力」を生徒に身に付けさせ
る必要があることが明記されている。
　では，今までの中学校の一般的な英語の授業で生徒に即興的に英語を使える力を付けさせていたかというと疑問が残
る。例えば，私が今まで勤めた中学校の英語の授業でよく行われていたスピーキングテストでは，暗記テストのように，
生徒は自分が準備してきた英文をALTに伝えるだけになってしまっていることが非常に多い。また，以前一緒に勤め
たALTからは，「生徒は一生懸命課題に取り組んでいるが，課題以外の質問や対話ができていない」という指摘を受け
たこともあった。このような現状から脱却するために，生徒の即興性を高めることは，現在の中学校の英語教育におい
て，最優先課題である。

　(2)　即興性とは
　新学習指導要領外国語編の解説では，「即興で伝え合うこと」について，次のように明記されている3)。
　「即興で伝え合う」とは，（中略）不適切な間を置かずに相手と事実や意見，気持ちなどを伝え合うことである。や
り取りを行う際は，相手の発話に応じることが重要であり，それに関連した質問や意見を述べたりして，互いに協力し
て対話を継続・発展させなければならない。
　以上を受け，本研究では，即興性を「不適切な間を置かずに相手と事実や意見，気持ちなどを伝え合うこと」と定義
する。

(3)　アイデアマップとディスカッション形式の違い
　即興性を高める活動として，アイデ
アマップを活用した活動がある。この
活動では，生徒は一つのトピックに対
して，思いつくことを自由に書き，そ
れを連想ゲームのようにつなげること
でスピーチ内容を作っていく。図に示
したように，中学校英語の教科書でも，
この手法でスピーチや他者紹介を作成
している。アイデアマップのよい点は， 図１　生徒が作成したアイデアマップ
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自分の話したい点を整理し，スピーチを作成できることである。たとえば，図１のように［My weekend］というテー
マについて，生徒は思いつくままアイデアマップを作成し，それを活用してスピーチ活動ができる。その際，英語で原
稿を準備せず，このマップを見ながら即興で文を作り，お互い伝え合うことで即興性を高める活動を行うことができる。
以前まで，私はこの方法でスピーチを行ってきた。
　しかし，アイデアマップには欠点がある。それは，与えられたトピックに対してなかなかアイデアマップが進まない
生徒が存在するということである。特に，自分の身の回りにある出来事に関心が薄い生徒や，なかなか自分の思いを書
き表すことができない生徒にとって，アイデアマップは，ハードルが高いということである。例えば，[My weekend]
というテーマについて，ある生徒は「部活」や「旅行」といったトピックで作成を進めるのに対し，「部活動は毎日同
じことをしていたし，土日は特に，イベントがなかった」という生徒にとっては，アイデアマップを用いた活動を行う
ことが難しい。
　そこで，私はディスカッション形式で即興性を高める授業ができないかと考え，実践した。ここでいうディスカッ
ション形式とは「全体に一つのテーマ（質問）を提示し，それに対して賛成，反対の立場を明らかにして，その理由を
簡単な英文で答える」という活動である。アイデアマップを用いたスピーチと同様，即興性が必要であることは共通し
ているが，この形式の良い点は，生徒が必ずどちらかの立場に属することで意見を述べやすく，活動に参加しやすいと
いうことである。「夏休みについて５文以上で話しなさい」という課題より，「夏休みと冬休み，どちらが楽しみか，理
由を５文で述べなさい」という課題の方が，生徒は意見をもちやすいと考える。また，あらかじめ理由の述べ方を学習
しているので，生徒にとって参加しやすく，生徒が意欲的に取り組む活動となることが期待される。

２　研究の目的
　ディスカッション形式でのスピーキング活動を続けることで，次のような生徒を育成することを目指す。

①　一つのテーマに対して，賛成や反対といった自分なりの立場を表明し，その理由について即興で対話したり発表
したりすることができる。

②　対話の中で，今まで学習した表現や語彙を使い，自分の言葉で対話を繋げることができる。

３　具体的な手立て
　今回の実践は３年生の授業においてALTとのTTの授業で行った。以下はその日程とディスカッションの内容である。

日時 内容 目的

①６月12日（火） １回目 Are pets good for us? 自分の意見をもって，相手に伝えよう。

②６月19日（火） ２回目 Should we wear a school uniform? 相手の意見を聞きとってみよう。

③６月18日（火） スピーキングテスト① 今までの学習を生かし，ALTと対話しよう。

④６月25日（火） スピーキングテスト② 今までの学習を生かし，ALTと対話しよう。

⑤７月10日（火） ３回目 Do you want to live in Nakago in the
future?

語数を記録してみよう。

⑥７月17日（火） ４回目 What do you ask for to your partner? 対話をつなげてみよう。
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　図２に示すのが，授業で
実際に使用したワークシー
トである。
　上から，①テーマ，②意
見の例，③メインの質問，
④Yes / No の 選 択，⑤ 理
由という流れで活動できる
ように順序建てをしてある。
また，わからない表現が
あった場合，下の質問コー
ナーで聞くことができる。
また，最後の２回の活動で
は，図３のワードカウン
ターを用意し，生徒がどの
くらい英語を使えたのかを
お互い数えることができる
よう工夫した。

４　実践
　全６回のディスカッションの授業の中で，自分たちが住んでいる地域に関してディスカッションをした第５回の授業
のディスカッション部分について取り上げる。
　(1)　実際の指導案について（抜粋）

図２　生徒が使用したワークシート

①

②

③

④

⑤

図３　ワードカウンター

時
間 ○学習活動　　・予想される生徒の反応 ●教師の支援　　◎評価（評価方法）

10
　　　

○　論点整理
・生徒は与えられたテーマについて自分の考え

をハンドアウトにまとめる。
例：There are so many green.
　　I donʼt like snow

●　JTEとALTは机間巡視を行い，生徒が伝えたいことを
英語で話せるように支援する。

●　ワークシートの時点では，日本語で内容をまとめても
よいことにする。

●　意見の述べ方のパターンを示し，生徒に練習させる。
　　I ( donʼt ) want to live in Nakago in the future.
　　I have (　　　) reason(s)
　　First,・・・
　　Second,・・・

20 ○　コミュニケーション活動
席替えを行い，普段と違うペアで対話活動を行う。
・ワードカウンターを活用しお互いの話した語数を

カウントする。
例：S1 I want to stay in Nakago. I have two 

reasons.
First, I like Nakagoʼs people.
Second, I donʼt like cities.

　　S2 I donʼt think so. I donʼt stay in Nakago. 
I want to study abroad.

●　JTEはディスカッションの時間を30秒，45秒，60秒と徐々に
長くすることで，生徒がスムーズに長い対話ができるよう
に時間をコントロールする。

●　１回ごとにペアをローテーションすることで，生徒が様々な
意見に触れられるように活動をコントロールする。

◎　生徒は英語で意欲的にコミュニケーションを取ろうとしてい
る（コミュニケーションへの関心，意欲，態度）

◎　ペアで会話の語数を記録し語数を増やす努力をすることがで
きる。（コミュニケーションに対する関心，意欲，態度）
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　(2)　授業の実際
　　①　生徒が作成したワークシートについて
　図４，５は生徒が実際に活用したワークシートである。

　　②　生徒の活動の様子について
　ディスカッション形式の活動では，多くの生徒が意欲的に自分の意見を述べる姿を見ることができた。この対話活動
では，パートナーが語数を記録することで，自分がどれくらい話すことができたかを把握することができた。その結果，
普段よりもさらに意欲的に活動しようとする生徒が多く見られた。また，不明な単語がある生徒はワークシート下部の
欄に記入した。机間指導の際に教師が指導をし，不明点を明らかにすることで，活動のハードルを下げた。
　　③　生徒の意見について
　今回のテーマは「将来中郷に住むか否か」というものであった。生徒にとって身近なトピックであり，また生徒それ
ぞれが自分の将来についてどの程度真剣に考えているかによって答えが変わってくる質問である。「将来も中郷に住
む」と答えた生徒の意見を以下にまとめる。なお図６は授業の板書である。
・Green is good for us.
・Nakago is cool.
・Cities are expensive.
・I like Nakagoʼs easy atmosphere.
・We donʼt have to worry about Tsunami.
　一方，「将来は中郷を離れる」と考えている生徒の意見を以下に
まとめる。
・We canʼt go shopping.
・I donʼt like deep snow.
・I want to go to the city to study.
・I want to work in abroad,
・I want to many people.

図４　生徒のワークシート（肯定意見） 図５　生徒のワークシート（否定意見）

図６　授業の板書
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５　研究の成果と課題
　(1)　生徒の自己評価から
　生徒の自己評価をまとめたものが下の表１である。

　生徒の自己評価では，概ね肯定的な評価が多く，自分の意見をもち，意欲的に活動できた生徒が多いことが読み取れ
る。特に，３回目の評価が高くなっているのはディスカッションの回数を重ねていくことの有効性を表している。しか
し，語彙がまだよく定着していない生徒にとっては，自分の伝えたい内容が英語にできず，マイナスの評価になってい
る。

　(2)　生徒が実際に話した語数について
　生徒の語数カウントを合計し，平均化したものが表２である。

　生徒の話した語数については回を重ねるごとに増えていくことがわかった。同じ言葉を繰り返して語数を稼ぐ生徒が
おり，語数が多くなっている。
　生徒の対話の例を以下に示した。
　　①　生徒Ａの場合

　(3)　学校評価について
　次に学校評価の数値の推移について以下の表にまとめた。（単位＝％）

表１　生徒の自己評価

項目 質問に対して自分の意見を
もつことができた

英語で自分の意見を
述べることができた

相手の意見に対して，あいづ
ちや反応することができた

１回目 よくできた 52 50 30
できた 48 50 70
できなかった 0 0 0

２回目 よくできた 60 48 48
できた 40 52 52
できなかった 0 0 0

３回目 よくできた 64 68 46
できた 36 29 46
できなかった 0 4 8

４回目 よくできた 46 25 39
できた 54 75 57
できなかった 0 0 4

表２　生徒が実際に話した語数

１回目（30秒） ２回目（45秒） ３回目（60秒） ４回目（60秒）
３回目　Do you want to live in Nakago
　　　　in the future? 26 34 40 56

１回目
I donʼt think so.
I want to study abroad.

２回目
I donʼt think so.
I want to study abroad.
And I want to make my dream come 
true.

３回目
I donʼt think so.
I want to study abroad. And I want 
to make my dream come true.
I like English, so I want to study 
English more.
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〇　英語の授業が分かる

〇　英語の授業が好きだ

　「英語の授業が分かる」の質問では「あてはまる」と答えた生徒の割合が20ポイント上昇した。また肯定的評価が
70％となり，昨年度より５ポイント上昇している。「英語の授業が好きだ」の質問では「あてはまる」と「ややあては
まる」の項目で合計24ポイント上昇しており否定的な評価をしていた生徒が肯定的な評価に変わってきている。また，
学校評価生活アンケートを実施したのはこの実践の最中であった。以上により，この活動を通して生徒は英語に対して
肯定的な印象をもったと考えられる。

　(4)　成果
　本研究の成果は次の３点である。

①　ディスカッション形式を活用し，自分の立場や考え，理由等について生徒が英語でコミュニケーションをより積
極的に取ることができた。

　②　ディスカッション形式の中で，学習した語彙を使うことで，実際に使える語彙が増えた。
　③　英語でのコミュニケーションを楽しむ生徒が増えた。
　自己評価アンケートの結果，生徒の語数増加に加え，楽しそうな生徒の姿からディスカッションで一つのテーマにつ
いて自分の立場をはっきりさせ，その理由を答える形式が生徒にとって分かりやすく，コミュニケーションの垣根を低
くしたと考えられる。

　(5)　課題
　本研究の課題は次の２点である。
　①　即興でより深い対話活動を行うには，生徒の語彙力の定着が必要である。
　②　生徒に適したテーマを選ぶことが大切である。
　②については，第４回目のディスカッションにおいて，生徒にとって適切ではない課題を設定し，生徒が戸惑う場面
があった。生徒にとってどのような課題を提示するとより活発な活動となるのか，今後考えていきたい。また，ワーク
シートの「分からない表現」の欄に，表現ではなく単語を書く生徒が多く，語彙力を高める必要性を感じた。

　(6)　終わりに
　本研究を行ううちに生徒が楽しそうに英語を使う姿が見え始め，とても嬉しく思う。特に，スピーキングテストでは，
ALTの不意に出してくる質問に正確に応えられる生徒が増えてきていると考えられる。ディスカッション形式の授業
は，１学期で終了したが，現在も英語の授業で以前より積極的にコミュニケーションを取ろうとする姿が見られる。生
徒のがんばりを無駄にせず，生徒が様々な面で英語の力をつけられるように今後努力を続けたい。
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